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 序言－歴史が、動く－ 
 Ⅰ ハーバード大学経営大学院とウォレス・B.ドナム 
 Ⅱ 経営学の探求とエルトン・メイヨーの就任 
 Ⅲ ローレンス・J.ヘンダーソンの人間生物学の構想－疲労研究所を中心として－ 
 Ⅳ ホーソン・リサーチとE.メイヨーの参加 
 Ⅴ L.J.ヘンダーソンのパレート社会学との出逢い 
 Ⅵ パレート・セミナーと社会学23講座の開設 
 Ⅶ 人間関係論の芽吹き－E.メイヨーとF.J.レスリスバーガー－ 
 Ⅷ 人間関係論と忘れられた人物－T.ノース・ホワイトヘッド－ 
 Ⅸ チェスター・I.バーナードと経営大学院－フィリップ・キャボットを軸にして－ 
 Ⅹ L.J.ヘンダーソンの科学方法への道：ヒポクラテスの方法 
 XI W.B.ドナムの経営教育の展開 
 XII 社会学23講座の新たな展開：具体社会学 
 結言－歴史が、立ち止まる－ 
 
















  ３ 経営大学院の創設からメイヨーの登場 
 
 第Ⅰ章は、経営大学院の第２代ディーンであったドナムに焦点を当てながら、その初期の歴
                                                          
５）奩原正彦『前掲書』１ページ。以下では、本書からの引用・参照箇所は、（x）として、本文中に、ペー
ジ数のみを記す。 
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６）ヘンダーソンの科学方法は、変数のもつ相互依存性を強調する（133）。 
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いう奩原の見解である。ホワイトヘッドの組織は“a highly developed and closely coordinated 
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   バーナードの組織把握は、他の多くの組織研究者と比較するとき、２つの点が特徴的である。一つ
は内的視点、行為的直観で組織現象を把握したことであり、今一つはそれを抽象化して概念構成のレ
ベルで捉えたことである」。 










な気がする。Oxford English Dictionaryによると、intuitionは、哲学用語としては、“The immediate 
apprehension of an object by the mind without the intervention of any reasoning process”とある。「何らの推
論過程の介入もなく、精神によって対象を即座に理解すること」というほどの意味であろうか。 
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 「これら思想家たち（1930年代のハーバードを舞台とした本書で取り上げられた経営学関連
の研究者たち――引用者による）の間には、共通の関心、共通の狙い、研究の方法や制約につ
いての共通の見解があるからであり、そして彼らは想念を交換し、多くの相互の援助を通して
協働することが非常に価値あるものと分かっているのである。しかも、個々の感情や情念に流
されることなく、『科学的な研究においては、事実が最初に来る。事実は理論を支配し、統制
し、あらゆる段階でそうである』ことが貫かれているがゆえの、科学者集団なのである(450)」。 
 この結論は、上に引用したバーナードの言明とは明らかに齟齬――特に、『 』で括った部分
――がある。奩原が丹念に収集し、精力的に構成した資料に即するかぎり、奩原が考えるよう
な科学者集団が1930年代のハーバードに存在したとは、評者は見ることができない。もっとも、
「ムジークフェライン・ザールで演奏する諸々のオーケストラは、なんらかの形で影響を与え
合っている」という類の言明としてならば、理解は可能であるが。しかし、奩原はそのような
こととして言っているのではあるまい。結局、評者は本書から、「この時代、ハーバードでは
『協働させるための科学』と『協働の科学』がせめぎ合った」というように受けとめたのであ
る。ただし、このことについては、他の資料に基づく真剣な検討が必要であることは言うまで
もない――特に、気になるのは、レスリスバーガーのポジショニングである――。ここでは、
書評の性格上、そのような作業はできなかった。他日を期したい。 
 
